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全
腎
協
全
国
大
会
開
催

、甬模院
要

空国
に
広
ま
る

五
月
一V
日
。二
八
日
の
両
目

全
展

病
協些
要
商高
大
会
が

地
元
九
州
・鹿
児
島
で
開
催
さ
れ

まし
た
。
二
六
日
は
サ
ン
・ロイ
ヤ
ル
ホ

テ
ル
で
交
流
会
が
行
わ
れ
ま
し
た

あ
い
に
く
の悪
天
候
の
た
め
、
飛

行
機
で
の
参流
者
は
大
幅
に
到
着

が
遅
れ
ま
し
た
。

f

. 

.
テ
ーブ
ルを
囲
ん
で話
の票

咲ミ
鹿覚
量
重
り、地
球

は生き
てい一差

一e
させる

「桜
島
火
の島
太
鼓
」
の力
強
い

豪

あ
り
、
楽
し
い
交
流
会
と

な
0
まし
た。

二
七
日
は
意

英

会
が

九
時
か
ら
、
会
場
を
市
民
文
化
ホ

ールにー
て、出席数千二百

承
参流
し
て
行
わ
れ
ま
し
た
。

歓
迎
の
種
、
来
賓
の
基
に

続
き
「自著
の
訴
え
」 
(要
空

期著
.の家
族
・仕
望
探事
豊著

)
と
し
て
二
名
の
方
が
話
さ
れ
ま

し
た。
そ
の後
、
七
分
科
会
に
分
か
れ

活
発
に
室
一戰が
な
さ
れ
ま
し
た
。

昼
食
の
後
、
、望

X八
額
合

病替
セ
ンタ
ー主
量

中
. 

の
講
演
も

本
業

生
が
「
『器
三
十
年

限
界
説
』
へ
の挑
戦
」
と
題
し
て

業

ぁ要
し
た。

現
在
で
は
、
三
十
年
は生
き
る

こ
と
が
出
来
るが
、
日
常
的
な
生

活
を
し
な
が
ら
涛蒂
藤
け
最

は
難
し
い
よ
う
です
。

今
後
の
課
題
と
し
て合
併
症
が

少
な
く
、
よ
最

に近
い機
能

を
持
っ機
械
・薬
の開
・
透
析

の
委

ーど
の
研
究
が
色義
であ

る
、
と
の
お
話
し
が
あ
り
ま
し
た

「由著
の
訴
え
」
の中
で
も
訴
え

て
お
ら
れ
ま
し
た
が
、
全
国
的
に

一番
の
問
題
が
通
院
介護
の
必
要

性
でし
た
。

、握院空
毒

てぃる市

は全
国
でも
二
一ケ所
装
-準

が十ケー
かなく大幅に重

し
て
い
ま
す
。
稼
働
し
て
い
る
所

一で
J
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
さ
ん
が
少

'な
く
、
一人
で何
人
も
の
自筆

送
迎
し
て
い
る状
態
の
様
で
す
。

ま
た
、
64
歳
以
下
の、素
自著

、 一

界

護
裝

適
用
さ
れ
ず
、
通
院
の

為

の

負

担

が

大

-

、

入

院

せ

ざ

るを
得
ま
せ
ん。 

へルパ
Iが付
い
て義
迎
の

為
に
車
に乗
る
こと
は
ー要

な

い
か
ら
出
来
な
い
と
い
う
県
な
ど

も
あ
要
す
。

そ
の
点
、
:北
九
州
市
は
、
通
院

空
限の
「さ
わ
や
か
」
と
、
身
体

介護
の
「いき
い
き
」
が
ガ
ッチ
'・ 

い、
良e
対

応
出
来
ま
す
。

ポ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
方
々
真
晴

ら
し
い
人
ば
か
り
で
鼻
高
々
で
し

た
。
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
:皆
様
あ
り

が
と
う
ご
ざ
いま
す
。 

、 量  

言 i i 
:,j基

｠"'量
言

心
学
,｠"｠"｠"
西 'へ
の
お
誘い

難
病
団
体
の變
nに
参元
し
た

ら
、
「健
康
」
に
っ
い
て
の故
事

来
歴
の
話
が
あ
り
、
興
味
深
く
聞

き
ま
し
た
。

.

健
康
の
二
文
字
は
、
元
来
四文
, 

字
熟
一通一提
った
そ
う
で
す
。 日
く

「健
体
康
心
」
と
。 健
や
か
な
体

と
康
ら
か
な
心
と
いう
の
が
元
々

の意
味
だ
そ
う
で
す
。
. 

な
る
ほ
ど
、
と
婚
得さ
せ
ら
れ

ま
し
た
。 体
が
獲
でー
心
が

病
ん
で
い
て
ら
、
逆
に
心
が
康
ら

か
で
在
が
病
ん
で
いれ
ば
、
い

ず
れ
も
病
人
です
。

医
学
の
準
は
目
さ
ま
し
い
も

の
が
あ
り
、
義
足
で
マラ
ソ
ンし

た
り
、
神
経
に
光
セ
ン
サ
ー
を
っ

けて、視力が回,-;。

D
N
A
の発
明
で
人
間
の病
気

の
原
因
が
っか
め
る
ま
で
に
な
り

ま
し
た
。

' 

肉
話
な
面
ではー一肇
な
ま
で

医
学
が
進
ん
で
いま
す
。

様
々
な
整
に
よ
り
、
病
気
の

原
因
が
解
明
さ
れ
、
医
師
は
、
検

理

みれば、由素
ど
の

よ
う
な
病
気
に
罹
って
い
る
の
か
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